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面白い ! いつの間にか引き込まれ,気付くと最後のページになっていた｡F年を取 り,研究というもの

から遠ざかって,初めて自分の過去を撮り返ってみた｡-A-した研究というものをしたのかといわれると,

脱明に凶るが,少なくとも呑気に,淡争など気にかけず,薄膜という名のご馳走を真空という名の食器を倣

ってつまみ食いをしてきたことは確かである｣という書き出しで始まる本音は,著者とともに真空 ･薄膜物

理の歴史を旅する中で,)700年代の科学技術にまで遡り,研究,そして研究者のあるべき姿を見つめ直す

横会を与えてくれる逸品である｡薄膜の作製法や評価法の話しには,ニュートン,フック,ヤング,マック

スウェル,ファラデーなどよく知られた名前が現れる.そうした中,r"はじめて"本当に何かを成し遂げた
人,それを助けた人にはそれ相当の敬意を払うべきだ』と信じ,『お仕着せの "正しい歴史認識"ではなく,
自分で調べた結果に基づく認識を持つ訓練をつむことの大切さ』を説く著者が,当たり前のこととされてき

た仕事の原典に日を通し,それぞれの研究の成り立ちを追うくだりは,本書全体を通じて流れる,科学に対

する姿勢である｡

r始末に負えない面白いやつj,r清?貧 昔の実験j,r言いにくいことだが1,FUFO 薄膜 ?』,rホップ ･
ステップ ･ジャンプ』,F宇宙人?出現J,章のタイトルを見るだけでワクワクする｡著者の作であれば,き
っと楽しい本に違いない｡そう思って引き受けた書評であったが,楽しみながら読むうちに,つい忘れがち

になる,夢を見始めた頃の気持ちを思い出すとともに,遠く連なる科学の世界を広く見渡す気分になれた｡

是非,一読されることを勧めたい一冊である｡久しぶりに良い本に巡り会えた,という思いで本を閉じ

た｡
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